
賛助会（寄付）会員名簿
株式会社 アイ・エイチ・アイマリンユナイテッド

アイワ印刷株式会社

株式会社アクト

株式会社アサツーディ・ケイ

株式会社淺沼組

アジア海洋株式会社

株式会社アルファ水工コンサルタンツ

石川島播磨重工業株式会社

泉産業株式会社

株式会社伊藤高壓瓦斯容器製造所

栄光電設株式会社

株式会社エス・イー・エイ

株式会社ＮＴＴデータ

株式会社エヌ・ティ・ティファシリティーズ

株式会社MTS雪氷研究所

株式会社ＯＣＣ

オートマックス株式会社

沖電気工業株式会社

海洋電子株式会社

株式会社化学分析コンサルタント

鹿島建設株式会社

カネダ株式会社

カヤバ工業株式会社

川崎設備工業株式会社

株式会社川崎造船

川本工業株式会社

株式会社関西総合環境センター

株式会社関電工

株式会社キュービック・アイ

共立管財株式会社

極東貿易株式会社

株式会社きんでん

株式会社熊谷組

株式会社グローバル・オーシャン・ディベロップメント

ケイジーケイ株式会社

京浜急行電鉄株式会社

ケー・エンジニアリング株式会社

KDDI株式会社

神戸ペイント株式会社

国際気象海洋株式会社

国際石油開発株式会社

国際ビルサービス株式会社

小倉興産株式会社

国光施設工業株式会社

五洋建設株式会社

三機工業株式会社

三建設備工業株式会社

株式会社三晃空調

三洋テクノマリン株式会社

財団法人塩事業センター

ジオテクノス株式会社

有限会社システム技研

シナネン株式会社

シバタ工業株式会社

清水建設株式会社

株式会社商船三井

株式会社湘南

昭和高分子株式会社

昭和ペトロリューム株式会社

株式会社白石

社団法人信託協会

新日本海事株式会社

新日本製鐡株式会社

新菱冷熱工業株式会社

須賀工業株式会社

鈴鹿建設株式会社

スプリングエイトサービス株式会社

住友重機械工業株式会社

住友電気工業株式会社

清進電設株式会社

西武造園株式会社

セナー株式会社

セントラル・コンピュータ・サービス株式会社

株式会社総合企画アンド建築設計

株式会社損害保険ジャパン

第一設備工業株式会社

株式会社大気社

大成建設株式会社

大日本土木株式会社

ダイハツディーゼル株式会社

有限会社田浦中央食品

高砂熱学工業株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社竹中土木

株式会社地球科学総合研究所

中国塗料株式会社

株式会社鶴見精機

株式会社テザック

寺崎電気産業株式会社

電気事業連合会

東亜建設工業株式会社

東海交通株式会社

洞海マリンシステムズ株式会社

東京海上火災保険株式会社

東京製綱繊維ロープ株式会社

東北ニュークリア株式会社

東洋建設株式会社

東洋通信機株式会社

株式会社東陽テクニカ

東洋熱工業株式会社

戸田建設株式会社

飛島建設株式会社

有限会社長澤工務店

株式会社中村鉄工所

奈良建設株式会社

西芝電機株式会社

西松建設株式会社

日動火災海上保険株式会社

日南石油株式会社

日油技研工業株式会社

日鉱金属株式会社

株式会社日産セキュリティ･サービス

日新火災海上保険株式会社

ニッスイ・エンジニアリング株式会社

ニッセイ同和損害保険株式会社

日本SGI株式会社

株式会社日本海洋科学

日本海洋掘削株式会社

日本海洋計画株式会社

日本海洋事業株式会社

社団法人日本ガス協会

日本興亜損害保険株式会社

日本サルヴェージ株式会社

社団法人日本産業機械工業会

日本酸素株式会社

日本水産株式会社

日本電気株式会社

日本電池株式会社

日本飛行機株式会社

日本ヒューレットパッカード株式会社

日本無線株式会社

日本郵船株式会社

株式会社間組

株式会社ハナサン

濱中製鎖工業株式会社

東日本タグボート株式会社

氷川商事株式会社

株式会社日立製作所

日立電線株式会社

日立プラント建設株式会社

深田サルベージ建設株式会社

株式会社フジクラ

藤沢薬品工業株式会社

富士ゼロックス株式会社

株式会社フジタ

富士通株式会社

富士電機システムズ株式会社

古河総合設備株式会社

古河電気工業株式会社

古野電気株式会社

松本徽章株式会社

株式会社マリン・ワーク・ジャパン

株式会社丸川建築設計事務所

株式会社マルタン

三鈴マシナリー株式会社

株式会社みずほ銀行

三井住友海上火災保険株式会社

株式会社三井住友銀行

三井造船株式会社

三菱重工業株式会社

株式会社三菱総合研究所

株式会社明電舎

株式会社森京介建築事務所

有限会社やすだ

山岸建設株式会社

株式会社ユアサコーポレーション

株式会社ユアテック

郵船ナブテック株式会社

ユニバーサル造船株式会社

株式会社リプロ

株式会社緑星社

若築建設株式会社

海洋科学技術センターの研究開発につきましては、次の賛助会員の皆さまから会費、
寄付をいただき、支援していただいております。（アイウエオ順）
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ものです。地球深部探査船「ちきゅう」は

最先端の技術を駆使して建造されておりま

すが、完成後、それを用いてこの計画を進

めることによって、末廣理事の話にもある

ように「新しい地球観の創成」をめざして

います。

この計画推進には巨額の費用が必要とな

るため、わが国が主体的に参加することは

勿論、国際的な枠組みを作って取り組まな

ければなりません。このための体制作りは

着々と進められてきましたが、今回のIODP

正式発足に伴い、より一層加速されること

でしょう。さらに掘削によって採取された

海洋コア試料の保管、解析、研究などを行

う「海洋コア総合研究センター」も高知大

学に完成し、当センターと共同で運営する

こととなりました。文字どおり、全地球シ

ステム変動の解明に向かって成果が挙がる

統合国際深海掘削計画（IODP）が10月か

らいよいよスタートしました。

深海底を掘削し、採取試料から地球の歴

史を探る科学的試みは1960年代から始ま

りました。これまでの深海掘削はすべて米

国の掘削船によっておこなわれており、国

際共同研究とはいえ、米国主導のプロジェ

クトでした。

今回はわが国が自ら最新の大型の深海掘

削船を建造し、世界をリードしようとする

ことが期待されます。

本誌5・6月号でご紹介しましたように海

洋地球研究船「みらい」による「BEAGLE

2003」航海が進んでいます。8月3日にオ

ーストラリアのブリスベーンを出航後順調

に航海を続け、さる10月26日未明に、今

航海の最大の難所である南米大陸最南端の

マゼラン海峡を通過し、大西洋に出ました。

マゼラン海峡は南緯54度に位置し、北半

球ではアリューシャン列島に相当します。

本誌が皆さんのお手元に届くころはブラジ

ルのサントスを出航し、大西洋を横断し、

ケープタウンに向かっていることでしょ

う。この航海の様子につきましては本文中

で紹介しましたようにBEAGLE2003ホー

ムページを開設しましたので、是非ご覧く

ださい。

日本が世界に誇る有人潜水調査船

「しんかい6500」の精密なフィギュ

ア（立体模型）を付けた携帯ストラッ

プです。

サイズは本物のおよそ200分の1

で、長さは48mm。2基のマニピュ

レータもしっかり再現されています。

今回はこの「しんかい6500」携帯

ストラップを、抽選で3名様にプレゼ

ントいたします。

「しんかい6500」
携帯ストラップ

※本書掲載の文章・写真・イラストを無断で転載、複製することを禁じます

第66号　当選者発表

応募方法
官製ハガキに、1.プレゼント名、2.氏名、3.
住所、4.年齢、5.職業（学生の方は学年）、
6.電話番号、7.いちばん興味を持った記事、
8.『Blue Earth』へのご意見・ご希望を明記
の上、下記までご応募ください。応募締め
切りは、12月31日（水）当日消印有効です。

応募先　

〒236－0001

神奈川県横浜市金沢区昭和町3173－25

海洋科学技術センター 横浜研究所

情報業務部 情報業務課　

『Blue Earth』編集室プレゼント係

第66号 「『深海底の科学～日本列島を潜って
みれば～』藤岡換太郎著」当選者

群馬県富岡市　　　村山昭夫 様
神奈川県相模原市　坂田宏之 様

ほか1名様が当選いたしました。


